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お
知
ら
せ

医師氏名

諸隈 太郎
（理事長）

清松 和光
（院長）

整形外科

佐賀大
医学部

久留米大
医学部

古川　哲

腎臓内科

専門 午前・午後 月 火 水 木 金 土 医師氏名 専門 午前・午後 月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土 月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

午前
午後

午前

午後

午前
午後

午前

午後
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○
○
○
○
○ ○
○

○

△
○

○

回診

○

○

○

○

○ ○

◯○

○
回診

○
○

○
○

○
○
○
○

○

○ ○ △ ○ ○ ○ △
○

○

○

午前
午後

午前
午後

午前
午後 ※透析患者のみ

隔週

第2・4

外科

外科

内科
消化器 胸部

外科

皮膚科

外科
消化器

○印が勤務です。△は特定日勤務です。お問合せください。

諸隈病院　外来診療担当医表 整形外科の
診 察 日 が
増えました

☎0952－74－2100　担当　西村

診察・リハビリで通院が
困難な方は、自宅まで
無償で送迎します。
まずはお気軽にご相談
ください。

冠婚葬祭、旅行などで一時的に在宅介護が
困難になる場合のご家族を支援するため、
レスパイト入院の受け入れも行っております。

広 告

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
、
学
生
、

無
職
の
人
な
ど
）
が
出
産
し
た
場
合
、
産
前
産
後
の
一

定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除

期
間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
期
間

　

�　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
４
か
月
間
（
産
前
産
後
期
間
）
を
対
象
に
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の
属
す
る
月
の
３
か
月

前
か
ら
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　

※�

妊
娠
８５
日
（
４
か
月
）
以
上
の
早
産
・
死
産
・
流

産
さ
れ
た
人
を
含
む

■
対
象
者

　

�　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出
産
日
が
平
成
３１

年
２
月
１
日
以
降
の
人

　

※�

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
人
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

■
届
出
時
期　

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

○�

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
や
年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎

年
金
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
カ
ー
ド
を
作
成

し
て
い
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で

き
る
書
類
＋
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
）

　

○
母
子
健
康
手
帳

　

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
電
子
申
請
が
で
き
ま
す

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
！

問 

佐
賀
年
金
事
務
所 　
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保
険
年
金
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